
資料１

回 年　月　日 曜 学校名 年　組 活　動　内　容 参加児童数 講師数

1 平成30年5月22日 火 ５の1 22 8

2 平成30年5月23日 水 ５の2 21 8

3 平成30年6月1日 金 特別支援 小1～中３ 五平餅作り 20 12

4 平成30年6月7日 木 ５の１ 37 8

5 平成30年6月8日 金 ５の２ 36 9

6 平成30年6月13日 水 ５の１ 33 10

7 平成30年6月14日 木 ５の２ 33 8

8 平成30年6月15日 金 ５の３ 32 9

9 平成30年6月20日 水 １の１ 33 6

10 平成30年6月21日 木 １の２ 32 6

11 平成30年6月22日 金 １の3 32 7

12 平成30年6月26日 火 ５の１ 36 9

13 平成30年6月27日 水 ５の２ 37 8

14 平成30年6月28日 木 ５の３ 37 8

15 平成30年6月29日 金 ５の４ 36 9

16 平成30年7月6日 金 ５の５ 37 8

17 平成30年7月10日 火 ５の４ 37 8

18 平成30年7月11日 水 ５の３ 36 9

19 平成30年7月12日 木 ５の２ 38 8

20 平成30年7月13日 金 ５の１ 38 8

21 平成30年8月23日 木 南小 職員 現職教育 22

22 平成30年8月24日 金 西小 職員 現職教育 16

23 平成30年9月5日 水 ５の１ 38 7

24 平成30年9月6日 木 ５の２ 37 7

25 平成30年9月7日 金 ５の３ 37 7

26 平成30年9月26日 水 ３の５ 37 12

27 平成30年9月27日 木 ３の４ 38 13

28 平成30年9月28日 金 ３の３ 39 12

29 平成30年10月3日 水 ３の２ 38 11

30 平成30年10月4日 木 ３の１ 39 11

31 平成30年10月10日 水 ２の１ 35 10

32 平成30年10月11日 木 ２の２ 36 11

33 平成30年10月12日 金 ２の３ 36 11

34 平成30年10月17日 水 １の１ 26 10

35 平成30年10月18日 木 １の２ 24 10

36 平成30年10月19日 金 １の３ 25 11

37 平成30年10月24日 水 ２の６ 30 7

38 平成30年10月25日 木 ２の５ 31 7

39 平成30年10月26日 金 ２の４ 31 8

40 平成30年12月7日 金 ２の３ 32 9

41 平成30年11月1日 木 ２の２ 32 8

42 平成30年11月2日 金 ２の１ 30 8

43 平成30年11月8日 木 Ｎハウス 焼き芋と竹串作り 9

44 平成30年11月14日 水 １の１ 31 11

45 平成30年11月15日 木 １の２ 31 12

46 平成30年11月16日 金 １の３ 31 11

47 平成30年11月20日 火 １の４ 28 11

48 平成30年11月21日 水 １の５ 30 9

49 平成30年11月22日 木 １の６ 30 10

50 平成30年11月28日 水 ２の１ 27 8

51 平成30年11月29日 木 ２の２ 27 10

52 平成30年11月30日 金 ２の３ 26 8

53 平成31年1月16日 水 ３の１ 40 13

54 平成31年1月17日 木 ３の２ 37 12

55 平成31年1月18日 金 ３の３ 38 12

56 平成31年1月24日 木 ３の１ 24 13

57 平成31年1月25日 金 ３の２ 24 11

58 平成31年1月31日 木 ３の１ 35 14

59 平成31年2月1日 金 ３の２ 33 12

60 平成31年2月5日 火 ３の３ 38 12

61 平成31年2月6日 水 ３の４ 35 12

62 平成31年2月7日 木 ３の５ 35 12

63 平成31年2月8日 金 適応教室 五平餅作りと交流会 24

64 平成31年2月13日 水 ３の１ 28 13

65 平成31年2月14日 木 ３の２ 28 12

66 平成31年2月15日 金 ３の３ 29 12

67 平成31年2月19日 火 ２の１ 29 8

68 平成31年2月20日 水 ２の２ 28 8

69 平成31年2月21日 木 ２の３ 28 8

70 平成31年2月22日 金 ２の４ 26 8

　　　平成３０年度　平成こども塾学校連携活動報告書　　　　　　　

東 飯盒炊さん、カレーライス作り

西 飯盒炊さん、カレーライス作り

長久手 飯盒炊さん、カレーライス作り

長久手 七夕飾り作り

北 飯盒炊さん、カレーライス作り

市が洞 飯盒炊さん、カレーライス作り

南 飯盒炊さん、カレーライス作り

市が洞 昔のおこしもの作り

南 走る木車作り、焼き芋

東 カスタネットとどんぐりやじろべえ作り、焼き芋

市が洞 餅つき、昔の遊び

北 松ぼっくりのクリスマスツリー作り、焼き芋

西 餅つき、昔の遊び

南 昔のおこしもの作り

東 かまどでご飯をたいて五平餅作り

北 24

西 昔のおこしもの作り

長久手 餅つき、昔の遊び



プログラム名 飯盒炊さんとカレーライス作り

日 時 ・ 対 象

① 平成３０年 ５月２２日（火）～２３日（水） 東小学校 ５年生

② 平成３０年 ６月 ７日（木）～ ８日（金） 西小学校 ５年生

③ 平成３０年 ６月１３日（水）～１５日（金） 長久手小学校 ５年生

④ 平成３０年 ６月２６日（火）～２９日（金） 北小学校 ５年生

⑤ 平成３０年７月６日（金）、１０日（火）～１３日（金） 市が洞小学校 ５年生

⑥ 平成３０年 ９月 ５日（水）、６日（木）、７日（金） 南小学校 ５年生

ね ら い

・炉の作り方、まき火のおこし方、飯盒でのご飯の炊き方、カレーの作り方等、飯

盒炊さんの基礎的知識・技術等を体験を通して身に付ける。

・飯盒炊さんを行う時の安全について理解する。

・一連の活動を通して、協力・協働の大切さを身に付ける。

参加児童数 ①４３名 ②７３名 ③９８ 名 ④１４６名 ⑤１８６名 ⑥１１２ 名 計６５８名

講 師 数 ①１６名 ②１７名 ③２７名 ④３４名 ⑤４１名 ⑥２１名 計１５６名

活 動 内 容

・班ごとに風向きなどを確認し、炉の向きや高さなど考え、安全で使いやすい炉

を耐火レンガで積み上げる。できた炉で飯盒炊さんをする。

・まき割りや火おこしを体験する。

・カレーの材料をその性質に合わせて切る。

・自然木を使ってキーホルダーを作る。

児 童 感 想

※ とても良かった５８３名 良かった５５名 ふつう１２名 未回答８名

・生まれて初めての薪割り体験ができて良かった。

・大きくて太い木を斧で割ったとき、スパッと真っ二つになった感じがして気持ち

が良かった。

・野菜を切っていたら講師の先生が「上手だね」と褒めてくれ自信が付いた。

・目が痛くならないタマネギの切り方を教わった。

・飯盒が沸騰しているかどうか、初めて竹の棒で感じることができた。

・カレーを 4回もおかわりしてお腹がいっぱいになった。

・ご飯が白く炊きあがったとき、うれしくてほっとした。

・一番びっくりしたことはご飯をたいた後、飯ごうを新聞紙で磨くということだった。

・ご飯を炊くとき竹の棒でフツフツ音が鳴っているか確認するのだが、自分は音

は分からないだろうと思っていたのに本当に聞こえたので驚いた。

・みんなで力を合わせて作ったカレーライスは、今まで食べたカレーの中で一番

おいしかった。

・講師の先生は、最初はとてもこわそうだったけど、一つ一つ丁寧に教えてくれ

たり、優しく褒めてくれたりしてとてもうれしかった。

・思い出がたくさんつまったキーホルダーができたので、大切にしたい。

教 師 感 想

※ とても良かった ３４名 良かった ４名

・包丁や飯盒の使い方や調理の仕方を丁寧に教えてもらいありがたかった。

・学校現場での飯盒炊さんの事前体験は困難が多いので体験施設があることに

とても感謝している。

・配慮が必要な児童に対しても優しく接していただき感謝している。





プ ロ グ ラ ム 名 七夕かざり

日 時 ・ 対 象 平成３０年６月２０日(水)～６月２２日(金) 長久手小長久手小 １年生

ね ら い

・色紙で網飾り、吹き流し、提灯などを作り、願いを書いた短冊とともに笹に

結び付けて七夕飾りを作ることができる。

・安全に気をつけて、活動することができる。

・昔からの日本の文化について知る。

・仲良く、助け合って活動することができる。

参 加 児 童 数 ９７名 計 ９７名

講 師 数 １９名 計 １９名

活 動 内 容

・いろいろな種類の七夕飾りを作る。

・飾りを取れないように、しっかりと笹に結び付ける。

・出来た七夕飾りを互いに見せ、楽しむ。

児 童 感 想

※とても良かった６９名 良かった１０名 普通８名 良くなかった３名

未回答７名

・七夕飾りを作るのは少し難しかったけど楽しかった。

・七夕飾りの提灯作りが楽しかった。

・折り紙の彦星と織姫の顔を描くのが楽しかった。

・はさみの使い方が分かって良かった。

・難しいところもあったけど、講師の先生が教えてくれたのでかわいくてかっ

こ良いのができた。

・切り子を切るのが楽しかった。

・竹登りが楽しかった。

・竹林でのそり滑りが楽しかった。

・竹をたたくのが楽しかった。

教 師 感 想

※ とても有意義であった１名 有意義であった４名 未回答１名

・七夕飾りの作り方だけでなく、話を聞く姿勢、態度なども指導してもらい、と

ても有意義な時間になった。

・講師の先生の丁寧な指導のお陰で、子どもたちえも上手に作ることができ

とても満足していた。

・子どもたちは完成した七夕飾りをとてもうれしそうに持ち帰った。

・七夕飾り作りだけでなく、竹林遊びや竹とんぼ作りなど、こども塾ならでは

の体験があるとさらに良い。

・事前打ち合わせのときに、実際に作る七夕飾りを貸してもらえると学校で

の事前指導できる。



プログラム名 餅つきと昔の遊び体験

日時 ・ 対象

①平成３０年１０月２４日(水)～２６日(金)１１月１日(木)２日(金)12月7日(金) 市が洞小学校２年生

②平成３０年１１月２８日（水）～３０日（金） 西小学校 ２年生

③平成３１年２月１９日（火）～２２日（金） 長久手小学校 ２年生

ね ら い

・昔から伝承されてきた食文化の一つである餅つきを体験して、先人の身近な知

恵や技術の伝承の大切さを学ぶ。

・一連の活動を通して、協力・協同の大切さを学ぶ。

・地域の方々との交流を通しコミュニケーション能力を身に付ける。

参加児童数 ① １８６名 ② ８０名 ③ １１１名 計 ３７７名

講 師 数 ① ４７名 ② ２６名 ③ ３２名 計 １０５名

活 動 内 容

・餅つきについていわれ等の話を聞く。

・かまど、お釜、せいろ、すのこ等の昔餅つきに使った道具の説明を聞く。

・全員で杵を使い餅をつき、試食をする。

・こま回し、竹トンボ、けん玉、だるま落とし等を体験して遊ぶ。

児 童 感 想

※ とても良かった ３３９名 良かった ２９名 ふつう ８名 未回答 １名

・きねが重かったけど上手につけた。

・お餅は米でできていることを初めて知った。

・3 種類の味でお餅を食べた。私のおすすめはあんこだった。

・餅つきは利き手を上に、利き足を前に出すということを初めて知った。

・きねが重くて真ん中をつくのが難しかったけど、とても楽しかった。

･「きねは重いな」と思ったけれど、みんなでついたお餅はおいしかった。

・だるま落としで 3回崩れずに落とすことができた。

・こま回しは紐を巻くのと紐を引くのが難しかった。でも 2 回も回すことができて良

かった。

・ロケットの先端にこまが使われていると聞いてびっくりした。

・私はお手玉が一番おもしろかった。両手でやったり片手でやったり、いろいろな

遊び方があっておもしろかった。

・竹登りはできないだろうと思っていたけれど、やってみたらできたのでうれしかっ

た。

・竹登りは、登るときは平気だったけれど下りるときにこわいと思った。

・子どもの竹と大人の竹の見分け方を学んだ。

・竹林遊びで、竹をたたくのがおもしろかった。いろいろな音が出るのだな、と思っ

た。

・ヘビの抜け殻を見てとてもびっくりした。こんなに長いのは初めて見た。

教 師 感 想

※ とても良かった ２６名 未回答 １名

・講師の先生がとても親切で温かかった。昔の道具の紹介がパネルに描かれて

いたことで分かりやすかった。

・学校では体験できない餅つきや昔遊び、竹林遊びができ、とても有意義であっ

た。

・特別支援学級の児童も楽しく参加でき、ありがたかった。

・準備から片付けまでの細かい児童へのサポートがありがたかった。

・児童にとって発見や学び、達成感のある一日となった。



プログラム名 カスタネットとドングリやじろべえ作りと焼き芋

日 時・対 象 平成３０年１０月１７日(水)、１８日(木)、１９日（金） 東小学校 １年生

ね ら い

・自然を観察し、秋を体感する。

・自然の中にある材料(草花・木の実・種等)を使って、カスタネットやドングリや

じろべえを作ることができる。

・安全に気をつけ、協力して活動する。

参加児童数 ７５名 計 ７５名

講 師 数 ３１名 計 ３１名

活 動 内 容

・まきを勢いよく燃やし、おき火を作る。

・芋を新聞に包み、濡らした後アルミホイルに包み、おき火に入れ焼く。

・焼き芋を試食する。

・カスタネットの材料に絵を描く。

・ゴムを通して、カスタネットを作り、音の出具合を確かめる。

・班ごとに歌に合わせて演奏する。

・ドングリにバランスを考えて竹の棒を通す。

・左右のバランスを見て、修正する。

・やじろべえを揺らしてして遊ぶ。

児 童 感 想

※ とても良かった６６名 良かった６名 ふつう１名

あまり良くなかった 1名 良くなかった 1名

・どんぐりやじろべえで飾りをかっこうよく付けるのが難しかったけど、楽しかっ

た。

・やじろべえのかわいい飾り付けができて楽しかった。

・カスタネット音が良くて演奏会が楽しかった。

・カスタネットが楽しくて、また来年もこども塾に来たいと思った。

・焼き芋をたき火に入れるとき顔がとても熱かった。焼き芋がとてもおいしかっ

た。

・たき火で焼くとなぜあんなにおいしくなるのかな、と思った。

・焼き芋を試食したとき、中身がとろとろで幸せだった。

・焼き芋はあまり好きではなかったけど、初めておいしいと思った。

・竹林で竹登りをした。すぐには登れなかったけど、手伝ってもらったら高いとこ

ろまで登れてうれしかった。

・竹林でそり滑りをしたら、すごく速くて驚いた。

・竹を棒でたたいて高い音や低い音を出して音楽を作ったよ。

教 師 感 想

※ とても良かった ６名

・子どもも大人もわくわくする活動ばかりで心から楽しんで実施することができ

た。

・材料からすべて準備していただき、子どもたちに感謝の気持ちを持たせたい。

・３日目の材料が少ないように感じたので３等分にしてもらえるとありがたい。

・来年度からカスタネットができなくなると聞き、子どもたちに大切にするように

指導したいと改めて思った。



プログラム名 走る木車と焼き芋作り

日 時・対 象 平成３０年１０月１０日(水)～１２日（金） 南小学校 ２年生

ね ら い

・自然の素材を使って走るおもちゃを作ることができる。

・焚火を炊いて焼き芋を作り、秋の味覚を味わう。

・安全に気をつけ、協力して活動することができる。

参加児童数 １０７名 計１０7 名

講 師 数 ３２名 計２名

活 動 内 容

・道具などの使い方や作る手順を聞く。

・車体に車軸と車輪を取り付け走ることを確認する。

・デザインを工夫してパーツを取り付けていく。

・完成したら、観賞会を開く。

・まきを勢いよく燃やし、おき火を作る。

・芋を新聞に包み、濡らした後アルミホイルに包み、おき火に入れ焼く。

・焼き芋を試食する。

児 童 感 想

※ とても良かった９７名 良かった５名 ふつう１名 未回答 4名

・木車作りでは、どんぐりをたくさん付けて色も塗ったらきれいになった。

・一番楽しかったのは走る木車作り。自然の材料を使って作れたから。

・最初は木車作りがやりたくないと思っていたけれど、作ってみたら自分だけの

木車が作れた。木車作りが一番楽しかった。

・木車作りの材料がいっぱいあってびっくりした。

・木車作りで斜めにパーツを付けるのが難しかった。

・ぼくは空飛ぶ機関車を作った。うまくできて良かった。

・木車はいっぱい飾りを付けてかわいくできあがった。

・焼き芋を作るときアルミホイルで包むということを初めて知った。

・焼き芋はクリームみたいな味でとてもおいしかった。

・芋を火の中にちゃんと投げ入れるのが難しかった。

・「おいしくなあれ」と心を込めて作ったら、本当においしい焼き芋ができた。

・焼き芋を作るとき新聞紙をまくことを初めて知った。

・竹登りで結構高く登れた。

・一番心に残ったのはそり滑り。落ち葉をまいたらすごく速く滑ることができた。

・竹登りは足の裏で登るとけがをしないということが分かった。

・竹をたたいてみたらすごくきれいな音がして楽しかった。

教 師 感 想

※ とても良かった ８名

・どの子にもすてきな木車に仕上がったのは材料を準備していただいたお陰で

ある。

・竹林で遊ぶという体験は子どもたちに貴重なので今後も続けてほしい。

・講師の先生の話がやや難しかった。



プログラム名 松ぼっくりのクリスマスツリー作りと焼き芋

日時 ・ 対象 平成３０年１１月１４日（水）～１６日(金)、２０日(火)～２２日(木)北小学校 1年生

ね ら い

・松ぼっくりにいろいろ飾りをつけて、クリスマスツリーを作ることができる。

・たき火をたいて焼き芋を作り、秋の味覚を味わう。

・仲良く、助け合って活動することができる。

参加児童数 １８１名 計 １８１名

講 師 数 ６４名 計 ６４名

活 動 内 容

・たき火の中に、一人ずつ切った竹を投げ入れ、たき火の体験をする。

・サツマイモを洗い、新聞紙に包み、水に浸してから、アルミ箔で包む。

・アルミ箔で包んだサツマイモをたき火（おき火）の中に入れる。

・ツリーを作るため、用意されたいろいろな材料の中からを選ぶ。

・台座に自分でデザインをしながら、木工用ボンドで一つずつ接着していく。

・完成したものを互いに見せ合い、評価する。

・焼き芋を食する。

児 童 感 想

※ とても良かった １６６名 良かった １１名 ふつう ４名

・クリスマスツリーの飾り付けが楽しかった。かわいい飾り付けができた。

・クリスマスツリー作りで友達に褒めてもらってうれしかった。

・クリスマスツリーの飾りがたくさんつけられて楽しかった。

・細かい飾りがいっぱいあってつけるのが楽しかった。

・小さなパーツをピンセットでつけるのは大変だったけど、すてきなツリーができ

て楽しかった。

・驚いたことが二つあった。一つは松ぼっくりの大きさ。こんなに大きいのは初め

て見た。もう一つは焼き芋の甘さ。楽しい一日だった。

・おいしい焼き芋ができて良かった。

・焼き芋は難しそうだと思ったけれど、話をしっかり聞けば上手にできた。

・焼き芋が、熱くて甘くてとろとろでおいしかった。

・生まれて初めてたき火で焼いた焼き芋を食べた。おいしかった。

・竹林での竹たたきがおもしろかった。いろいろな音が出たから。

・そり滑りはスピードが出て楽しかった。

・竹登りで大人の背より高いところまで登れて楽しかった。

・竹登りはちょっとこわかったけど高いところまで登れてうれしかった。

教 師 感 想

※ とても良かった １２名

・焼き芋作りでは普段経験できないような活動ができてとても有意義であった。

・竹を投げ入れたり、たき火を近くで見たりすることも初めてだったので、子どもた

ちは喜んでいた。

・クリスマスツリー作りでは講師の先生方に丁寧にわかりやすく教えていただき

短時間で良い作品ができた。

・鑑賞会がとても良い方法で友達から褒められてうれしそうだった。

・クリスマスツリー作りでは、豊富に材料を用意していただいたお陰で、どの子も

満足のいく作品を作ることができた。

・竹林遊びはもう少し時間を増やしてもらえると良かった。



プログラム名 昔のおこしもの作り

日時 ・ 対象

①平成３０年９月２６日（水）～２８日（金）１０月３日(水)～４日（木） 市が洞小学校 ３年生

②平成３１年１月１６日（水）１７日（木）１８日（金） 南小学校 ３年生

③平成３１年１月３１日（木）２月１日（金）５日（火）～７日（木） 北小学校 ３年生

④平成３１年２月１３日（水）～１５日（金） 西小学校 ３年生

ね ら い

・郷土の素朴なお菓子としてのおこしものを作る体験を通して、昔から伝えられ

てきた日本の食文化の伝統にふれる。

・一連の活動を通して、協力・共同の大切さを身に付ける。

・地域の方との交流を通して、コミュニケーション能力を高める。

参加児童数 ①１９１名 ②１１５名 ③１７６名 ④８５名 計５６７名

講 師 数 ①５９名 ②３７名 ③６２名 ④３７名 計１９５名

活 動 内 容

・おこしもののいわれについて話を聞く。

・焚きつけのまきを作り、かまどで湯を沸かす。

・米粉にお湯を入れ、生地を作り、型に入れおこしものを作る。

・おこしものをせいろうで蒸し、冷水をかける。

・乾かしたあと、七輪で焼き、砂糖醤油をつけて試食する。

児 童 感 想

※ とても良かった ４９９名 良かった ５１名 ふつう １４名

あまりよくなかった １名 未記入 ２名

・焼いたおこしものに魔法のたれをかけて食べたら、とてもおいしかった。

・おこしものを食べるとき、おこしものにかかったしょうゆがとてもおいしかった。

･昔の道具で調理をするととても時間がかかることを知って、昔の人の大変さを知

ることができた。

・講師の先生が心を込めて作ってくれた「魔法のたれ」は本当においしかった。

・おこしもの作りは思ったより難しく時間がかかったけれど、できあがったおこしも

のはとてもおいしかった。

・竹林遊びで竹の上の方まで上れてうれしかった。

・竹の下の方や上の方をたたくと違う音がして楽しかった。

・竹林遊びで一番楽しかったのはそり滑り。ちょっと速すぎてこわかった。

・竹登りをした。２年生のときより高く登れてうれしかった。

・竹をたたいたらとても良い音がした。竹の間が短い方が高い音がした。

・竹をたたいてみたらちゃんと「ドレミ」と音がしたのでうれしかった。

・エプロンシアターがおもしろくて、わかりやすかった。

･エプロンシアターでどんな食べ物を食べたら良いか、どんな栄養があるかという

ことを知ることができた。

・エプロンシアターは最後の方はちょっと気持ち悪かったけど、勉強になった。

･小腸の長さが５m もあるということを初めて知った。

教 師 感 想

※ とても良かった １８名 よかった６ 名 ふつう ４名

・薪で火をたき、お湯を沸かし、七輪の炭火でおこしものを焼く、このような体験は

なかなかできるものではない。貴重な体験であった。

・しっかりした事前準備や丁寧な説明のお陰で楽しく安全に体験ができた。

・エプロンシアターで食事のバランスの大切さを手作りの小道具で分かりやすく説

明してもらえありがたかった。

・インフルエンザのはやる時期に食物体験は心配である。


